
第２ 部　インフラストラクチャー

鵈鼠巡.;礇.怨齔.ダ==ｙ･.　:=照卜慨!咄i.=1-=苔==芦.=･=.=゛･j:･=……………ｙ.=･≒ぷ=卜.i=卜=1.･･･.･･..･･･.　･.…゙…:..:･.･..:===･..･I　　　　　　･.･..
繼 腮 ’ 寤 ２ 章 ノ ヴ ロ バ イ ダ ＝ と バ レ ノク ボ ー ン ：.=

し

…………|. ●．.……………L
……j
嘔=日=i… ………………………………………………………………………………………………………L……………………………

漸肺 馳. ．..蟒 帑I,=こｻﾌ゙ﾟ:…………千 千 言,‥‥　　 ‥ ‥‥

｡,いﾕII………1　

通 信 業 界 再 編 で 激 動 す る プ 囗 バ イ, ダ
７
ビ, ジ ネ ス

。。｡,……………………………，

1998 年 は 日 本 の インター ネット サ ービ ス

プ ロ バ イダ ーにとって 大 きな1111が り角 とな

った 年 だ った 。

まず 、1998 年4 月 には 、個 人 向 け イン タ

ー ネット サ ービ スプ ロ バ イダ ー の 老 舗 で あ

るベ ッコアメインターネットが 日 本 高 速 通 信

(当 時 。そ の 後II 本 高 速 通 信 は 国 際 電 信

電 話 と 合 併し 、ＫＤＤとなる) と提 携 し 、自

社 の アクセ スポ イントを 廃 止 す ることを決 め

た 。こ れ まで インター ネットサ ービ スプ ロ バ

イダ ーの 根 幹と 思 わ れて い た アクセ スポ イ

ントをアウトソー シングし たことで､ ベ ッコア

メイン ター ネットは 電 子 メー ル や ユ ー ザ ー

ホー ムペ ージを 中 心 とす るコミュ ニ ティサ ー

ビ スへ と向 か っ た の だ 。

ベッコアメインター ネットの 尾 崎 憲 一一社 長

は 当 時 、筆 者と 同 席 し た パ ネル デ ィスカッ

ションの 席 で｢ 顧 客 一 人 あ たりに ど れ だけ

の 設 備 投 資 を す れ ば よい か とい う関 数 を

導け な か った。もちろ ん 会 員( 有 料 の 顧 客)

だけ で は なく、外 か らアクセ スし てくる 顧 客

の 数 も計 算 に い れ なけ れ ば 、1111線 や サ ー

バ ーなど に 適 切 な投 資 が で きない 。ベ ッコ

アメインターネットの 場 合 、会 員 以 外 か ら の

アクセ スが 膨 大 にあ った｣ と語 ってい た。こ

れ はプ ロ バ イダ ー 事 業 の 難 し さの 本 質 を

い い あ て てい るコ メント だろう。

また、通 信 市 場 の 開 放 の 流 れ を 受 け た

電 気 通 信 事 業 法 の 一 部 改 正 により、外 国

の 巨 大 資 本 が[1 本 にも乗 り込 んでくること

に な っ た 。そ の ひとつ の 例 がPSlnet だ 。

PSInet は8 月に ベ ッコアメイン ター ネットと並

ぶ 老 舗 プ ロ バ イダ ー で あ るリム ネットを 買

収､9 月 にはトゥイックスを､ そして10 月 には

東 京 イン ター ネットを矢 継 ぎ 早 に 買 収 し た。

?j1時 の 東 京 インター ネットの 高 橋 徹 会 長 は

記 者 会 見 の 席 で｢ インター ネットサ ービ スプ

ロバ イダ ーの 収 入 の 半 分 はＮＴＴへ の 回 線

代 金 の 支 払 い で 消 えてし まう。 結 果 とし て

ＮＴＴ へ の 奉 仕 となってし まっ た｣ と 露 骨 に

ＮＴＴを 批 判し 、インター ネットサ ービ スプ ロ

バ イダ ーの 経 営 の 根 幹 が キャリアに 握 ら れ

てい ることを 表 明し た 。

外 資 参 入 の もうひとつ の 大 きな 話 題 は 、
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米国の巨大キャリアであるＭＣＩワールドコ

ムである。同社は既存のキャリアよりもはる

かに 安 価な 電 話サ ービ スと、傘下 の

ＵＵＮＥＴテクノロジーによるデータ通信サ

ービスを､ 一 部の地域で開始した。これ以

外にも1999 年4 月には英ブリティッシュテレ

コムとＡＴ＆Ｔが11 本における事業子会社

を日本テレコムに統一一することを発表し、

対日戦略を強化し始めた。

このように、国内のインターネット市場を

開拓してきた老舗プロバイダーを大資本が

飲み込み、グローバルな市場で成功を収

めているさらにIC人な資本が上陸すること

で、日本の迦信業界の勢力図は大きく変

わろうとしている。

その象徴的な資料が表1 である。これ

は、1999年3 月にインターネットマガジンが

実施したダイヤルアップ接続サービスを提

供しているインターネットサービスプロバイ

ダーの人気調査の結果である。98年と99

年での大きな違いは､ ベンチャー系のプロ

バイダーがランキングから姿を消し、巨大

資本を持つ大ｆキャリアやメーカー系のプ

ロバイダーが躍進していることである。巨

大資本の企業が事業として成功している

わけではないが､ 少なくとも顧客の増大に

対しての回線やサーバー設備などの投資

については、多くの客をかかえながら財政

而で不安のあるベンチャー系プロバイダー

よりも安泰であるといえるだろう。

一方で､ 今 後期待されるのが地域系の

プロバイダーである。このランキングは全

国規模で行なっているものなので､ 多くの

票を集めたのは全岡展開をしているインタ

ーネットサービスプロバイダーになるが､ 顧

客もそこそこの数で､ 設備投資もかさまず、

密度の濃いサービスを提供して人気を集

めている。

米国カリフォルニア州では、パロアルト

市に自前で光ファイバーを引いて､1Mbps

の帯 域で月間100ドルを目指しているベン

チャーキャリア｢ ナノネットワーク社｣ も登場

してきている。ナノネットワーク社は自前と

はいいつつも√111と密接な関係をもってイ

ンフラストラクチャーを構築している。ハイ

テク企業に勤務する人口が多いシリコンバ

レーのど真ん中であるという特殊な環境も

あるのだが､ 決して巨大資本だけがこれ

からのインターネットサービスプロバイダー

ではないということを象徴している企業だ。

日本でも、将来、こうした地域系のイン

ターネットサービスプロバイダーが登場す

ることを期待したい。

２ 種 か ら １ 種 事 業 へ の 転 換

回 線 を 持 たざ るもの は 飲 み 込 まれ るだけ

か とい うと、必 ず し もそ うとは い え ない 。大

手 の インター ネットサ ービ スプ ロ バ イダ ーの

中 に は 新 た な 戦 略 を 打 ち 出し て い る 企 業

もあ る 。そ の ひとつ が イン ター ネット イニ シ

ア ティブ(IIJ) で あ る 。 1998 年10 月 に は ソ

ニ ーとトヨ タ自 動 車 と共 同 で｢ クロ スウェ イ

ブ　 コミュニ ケー ションズ｣ を 設 立し 、第 １

種 電 気 通 信 事 業 者 の 認 可 を 受 け た 。実 際

にはトヨ タ系 の 通 信 会 社( 日 本 高 速 通 信 、

現 在 はＫＤＤと合 併) からの 長 期リー スで 自

前 の 回 線 を 調 達 す ることにより、ＮＴＴに 縛

られ て い た 回 線 料 金 の 体 系 か ら 脱 出 し 、

l]1大 資 本 の グロ ー バ ル キ ャリアとの 競 争 力

を 高 め るとい う戦 略 で あ る。

IIJの 深 瀬 弘 恭 会 長 は｢ イン ター ネットサ

ービ スプ ロ バ イダ ーは 単 に 接 続 囗 を サ ービ

スす る だ け で は 立 ち 行 か な い 。もっともコ

ストの か か る インフラ ストラクチ ャーの 敷 設 、

そ の 上 で の インター ネット接 続 サ ービ ス､ そ

れに 附 加 す る形 で の サ ー バ ー･ ホ ステ ィン

グ 、さらに 企 業 と 企 業 間 、企 業 と 顧 客 間 の

電 子 商 取 引( エ レ クトロニ ックコ マ ー ス) の

4階 層 の ソリュ ーションを 提 供 することまで、

総 合 的 な イン ター ネットサ ービ スが 期 待 さ

れて い る｣ と語 って い る( 図 １) 。

これ は 、電 話 や ファクシミリを 導 入 するの

と 同 様 に、インター ネットが 基 本 的 な インフ

ラ ストラ クチ ャーとなりつ つ あ ることの 現 れ

で は ない だろ うか 。

電話と通信の統合

すでに米国では音声による電話サービ
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スとファクシミリ、そし て イン ターネットの 接

続 サ ービ スをワン パッケ ージ で 提 供 す るサ

ービ スが 数 多 く発 表さ れて い る。単 に 複 数

の サ ービ スを 同 一 の 事 業 者 と契 約 す ると

割 引 に なるだ け のもの か ら、1本 のワ イヤ ー

を 引 き込 むことで､ す べ て の サ ービ スを 提

供 するもの まで あ る。い ず れ にし てもワ ン･

ビ ル(1 枚 の 請 求 書) で 決 済 処 理 が 可 能 な

ことと、申し 込 みの 煩 わしさが なくなること、

そして カ スタマ ーサ ービ ス が 均 質 で あ るこ

となど から 有 望 な サ ービ ス形 態 で ある。 今

後 は1 本 の 川線 の 帯 域 に 幵声 とデ ータを ダ

イナ ミックに 割 り当 て、通 話 の な いときに は

デ ータ通 信 で 高 品 質 の 映 像 が 伝 送 で き、

通 話 をして い るときに は デ ー タ通 信 の 帯 域

を 落 とす ような サ ービ スもあ る。 ただし 、料

金 はフ ラットレ ートに す るの か､ 従 量 課 金 に

す るの か は 、マ ー ケ ティング 担 当 者 の 頭 を

悩 ませ て い る問 題 で あ る。

企業 問 で あ れ ば､ こ れ に 加 え、イン ター

ネット を 使 っ た 遠 隔 地 の 仮 想 的 な 接 続

(ＶＰＮ;バ ーチ ャルプ ラ イベ ートネットワーク)

サ ービ スや リモ ートメンテ ナン スの サ ービ ス

など も提 供 されて おり、通 信 会 社 が 提 供 す

る 総 合 的 な 通 信 サ ービ スの 品 揃 え の 中 に

加 えられ はじめ て い る。

IＰコモンキャリアの台頭

(通話と通信の融合コンバージェンス)｣。

これが今後のインフラストラクチャーの鍵に

なることは問違いない。では、すでにイン

フラストラクチャーを持っているキャリアが

………方的に強いのか。今後は新しい通信事

業者が登場するというのが大方の見方で

ある。それが｢IP コモ ンキャリア｣ である。

回線を自社で敷設したり、長期リースをし

たりすることで調達し、IPの 技術によって

それを動かすというものだ｡ 既存の電話会

社は 幵声による通話の技術とコンピュー

タネットワークの技術をどのように統合する

かということに腐心しているが､ 最初から

IP技 術によって動いた通儒網は電話であ

ってもデータ通信であっても適応でき、そ

の通信コストは現在よりもはるかに下がる

というのがその根拠である。

さらに、現在:匚事中の国際を結ぶ海底

ケーブ ルの敷設が終わり、今度は回線を

売り込む側の競争が激化するといわれて

いる。こうした回線を保有した新たな通信

キャリアが登場し､ 競争が激化する。これ

が21 匪紀へ向けた情報インフラストラクチ

ャー市場のパドル構造だ。

国政規模で整 備が進む情 報基盤

｢まず第一には､ 先 端電子立国の形成で

ございまして､ たとえて言えば光ファイバー

の整備でございまして(中略) ペタネットと言

われるくらいのものに将来としてはやってい

かなければならないと考えております｣。

これは1998 年11 月に行なわれた緊急経

済対策に関する記者会見で小渕内閣総理

大臣が語った言葉である。ペタネットとは

メガの10 億 倍に当たるネットワークだ。国

政規模における情報インフラストラクチャ

ーの整備は米国に比べて遅れているとい

われていた日本でも、本格的な通信インフ

ラストラクチャヘーの投 資を始めたいとい

う意志 表示のメッセージだ。実際には道路

表1　 インターネットマガジンによる人気プロバイダーのランキング推移

(99 年5 月号より)

下の共同溝に光ファイバーを敷設すること

を想定しているといわれている。これまで

｢ファイバー･ ツー･ ザ･ ホーム｣とい われて

いたが､｢ ファイバー･ ツー･ ザ･ カーブ( 縁

石)｣ とい うコンセプトで光ファイバー化

することが望ましいとしている。そして家庭

に至るまでの最後の部分はケーブルテレ

ビや地域プロバイダーなどがサービスする

というモデ ルである。

国 際競 争力 が生 き残りの鍵

世界に日を向けてみよう。米国では通

信業界の提携･ 買収が盛んである。しかも

ヨーロッパを巻き込んだドラスティックなも

のである。吸収と分裂によって力をつけた

巨人資本の通信会社が次に凵をつけてい

るのが日本市場である。米岡､ ヨーロッパ、

そして日本という三極のグローバル展開が

今後の国際競争力の鍵である。通信業

界、プロバイダー業界の国際化は避けて

は通れないだろう。これまでの日本市場は

競争が事実｣1 存 在しない無風地帯だった

が､ 音声通話とデータ通信の融介により、

ますます激しいパドルが日本市場で繰り

広げられることになるだろう。インターネッ

トは一部の人が楽しむ｢ 趣味の既界｣ から

誰もが必要とする｢ 社 会のインフラストラク

チャー｣ へと成長したのである。これから

のパワーゲームの勝者は誰なのか。今後

の展開から凵が離せない。

(中 島由弘　IPG Network,  Inc.)

図1　11J 深瀬 会長の唱える4 階 層

(インターネットマガジン99 年5 月 号より)
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